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●農薬を使用するときは必ずラベルを確認してから�
農薬には使用量・濃度・使用時期・総使用回数・登録作目などが記載されており、これらを守るこ
とが基本です。
また、農薬を散布するときは周辺作物に飛散（ドリフト）しないように十分注意します。
隣に野菜圃場がある場合など、どうしても飛散してしまう恐れがあるときは野菜の作目を確認し、
野菜にも登録がある農薬を使用するなど、注意します。
農薬散布後は使用農薬・散布した量・回数など記録を残しましょう。記録を残すことで使用基準を
守っているか証明になります。

●農薬使用の際の手順
① 農薬ラベルの確認 ② 実散布時（周辺作物の確認） ③ 栽培履歴（農薬の記帳）
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みなさんは「ＪＧＡＰ

（ジェイギャップ）」とい
う取り組みを耳にしたこ
とはありますか？
ＪＧＡＰは様々な農産
物ビジネスで食品事故な
どの問題を起こさないた
めに活用する農場運営の
管理手法です。

●取り組み例として

安全・安心な米作りは「美しい作業場」から
「ＧＡＰ」手法を組み合わせ、米作りのさらなる高みを目指しましょう。

肥料と農薬と米（農産物）
が同じところで保管され
ている、こんな作業場を
どこかで見たことありま
せんか？

上の絵のようでは、相互汚染の危険性があります。
しかも、不衛生！今すぐ整理整頓を心がけましょう。

農薬保管庫は例えばこんな感じに

肥料・農薬・米（農産物）は分けて保管し、
開封済みのものは、きちんと口を閉めま
しょう。
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～苗の生育に合わせ適期の田植えを実践しましょう～
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●予想される向こう１ヶ月の天候
向こう１ヶ月の出現の可能性が最も大きい天候と
特徴のある気温、降水量等の確率は右図の通りで
す。
天気は数日の周期で変わるでしょう。平年に比べ、
晴れの日が多い見込みです。
降水量は少なく、日照時間は多いと予想されてい
ます。
個別の気温は、１週目は平年並の確率５０％で、３
～４週目は、平年並または高い確率が４０％です。

これまでの生育概況と農作業の進捗状況、対策について

●苗の生育は、播種が平年より遅かったこと、４月が全般的に低温で経過したことから草丈が短く、
葉令が遅れている傾向にあります。
また、出芽揃いはやや悪いものの、障害等の発生は平年並と見られます。
●播種作業盛期は４月２５日、終期は５月１日であり、平年よりも２日遅い状況です。
耕起作業についても消雪が遅れたことと天候不順により６日程度遅れています。
●田植え作業の遅れが懸念される為、以下の対策を行いましょう。
① 田植え予定時期が延びる場合は、やや低めの温度管理や追肥の回数を増やし、苗の老化を防ぎます。
② 圃場が柔らかい状態で耕起をした場合は、過度の代かきに注意しましょう。
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１．温暖な日の田植作業で初期茎数を確保しましょう
２．田植え作業を行う前に田植機の点検と設定を確認�

５月１３日から６月１３日までの天候見通し

農農農業業業技技技術術術情情情報報報
№３ 平成２３年５月発行

〈予報の対象期間〉
１ 週 目：５月１４日（土）～５月２０日（金）
３～４週目：５月２８日（土）～６月１０日（金）

気 温（％）
低い

（３０％）
平年並
（４０％）

高い
（３０％）

降 水 量（％）
少ない
（４０％）

平年並
（４０％）

多い
（２０％）

日 照 時 間（％）
少ない
（２０％）

平年並
（４０％）

多い
（４０％）

項 目 設 定 留 意 点

基 肥 量 地域基準値 側条施肥をする場合は田植機の側条施肥機を点検しましょう。

裁 植 密 度 ６０～７０株／坪 茎数がとれにくいほ場は７０株／坪を目安にしましょう。

植 付 本 数 ４～５本／株：稚苗
３～４本／株：中苗 生育のばらつきを少なくするために植付本数を守りましょう。

植 付 深 さ ２～３㎝程度 植付が深すぎると茎数が増えにくくなります。初期茎数を確保するた
めに稚苗で２㎝、中苗で２．５㎝程度の植付深さを守りましょう。
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適期の田植えで生育良好

・田植えは、日平均気温で稚苗１３℃、中苗で１４℃以上の日とし、最高気温が１５℃を下回る日は
田植えは行わないよう注意してください。

水管理で早めの活着

・苗は気温と水温が高いほど活着が良くなります。
田植え後は水温を上げるため、４㎝程度の深水管理をし、苗の活着を促進させましょう。

活着後の水管理で分げつ促進

・通常、苗は田植え後４～５日で活着します。
・除草剤を散布するときは成分の拡散性を高める
ため、水深５㎝以上を保ちましょう。

・分げつ発生に適する水温は日平均２３～２５℃で、
日中と夜間の水温の日較差が大きいことが重要
です。

・日中の気温が１５℃以上の日は浅水、低温時には
深水とし、水温・地温の上昇努め、分げつの促
進を図りましょう。

有効茎歩合をアップさせる

○６月下旬になると強勢茎が出そろうとともに、
弱小分げつが発生する時期にあたります。

・茎を太くし、穂揃いを良くするため、イネの葉
令８．０～８．５葉期（６月２０日～２５日頃）に深水処
理をしましょう。

・深水処理は１５㎝の水深を保つことが出来る圃場
で行います。

・茎数が少ない場合は通常の水管理を行います。
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オリゼメート粒剤の散布適期と留意点

① オリゼメート粒剤は６月１５日頃（１２日～１９日）に
散布しましょう。

② 発生前の散布で予防効果を高めましょう。

③ 効果は３０日程度持続します。

④ 止葉や穂には効果はありませんので注意願います。

⑤ 育苗期の箱処理剤体系や側条施用体系を実施して
いない方は、必ずオリゼメート粒剤を散布します。

圃場内でいもち病発生を確認したら

持ち込み病斑や圃場の余り苗等からの伝染を早期に発見した場合は、速やかな防除対応が必
要です。

① 箱処理剤または側条施用剤を使用していない場合
病斑を発見した場合は、オリゼメート粒剤と予防剤と治療剤の混合剤（ブラシン剤）の

茎葉散布を併用し、その後必要に応じてラブサイド剤を追加散布します。

② 箱処理剤または側条施用剤を使用した場合
持ち込みによる発病圃場では防除効果が十分に発揮されないため、病斑を発見した時に

は直ちに予防剤と治療剤の混合剤（ブラシン剤）を茎葉散布します。

○使用上の注意
※１ クリンチャーバスＭＥ液剤（水７０～１００㍑で希釈、落水状態で散布、展着剤不要）
※２ バサグラン粒剤（落水状態又はヒタヒタ浅水状態で散布）
※３ バサグラン液剤（水７０～１００㍑で希釈、落水状態又はヒタヒタ浅水状態で散布）
※４ ヒエクリーンバサグラン粒剤（ごく浅い湛水で散布）
※５ クリンチャーＥＷ（水７０～１００㍑で希釈、展着剤を使用して落水状態で散布）

残った雑草は中期剤で根絶� ～取りこぼした雑草は生育の阻害や
害虫の住み処になります�～

チ ェ ッ ク 項 目 チェック

① 田植え時の気温は最高気温が１５℃以下を下回ってはいませんか？

② 田植え後の水深は４㎝を保っていますか？

③ 除草剤の使用は適正に行っていますか？

④ 深水にしすぎて苗が水没していませんか？

⑤ 苗の活着後は浅水にしていますか？

⑥ かん水は早朝に行っていますか？

⑦ 中干し前に溝切りはしていますか？

区分 除 草 剤 名 使 用 時 期 使 用 量
（１０ａ当） 使用回数 収穫前日数

中

期

剤

マ メ ッ ト Ｓ Ｍ １ ㌔ 粒 剤 移植後２０～３０日
（但し、ノビエ３．５葉期まで） １㎏ １回 ―

フォローアップ１㌔粒剤 移植後２５日～ノビエ５葉期まで １㎏ １回 収穫６０日前まで

クリンチャーバスＭＥ液剤
※１ 移植後１５日～ノビエ５葉期まで １，０００㏄ ２回以内 収穫５０日前まで

バ サ グ ラ ン 粒 剤
※２ 移植後１５日～４０日まで ３㎏ ２回以内 収穫６０日前まで

バ サ グ ラ ン 液 剤
※３ 移植後１５日～５０日まで ５００～７００� ２回以内 収穫５０日前まで

ヒエクリーンバサグラン粒剤
※４ 移植後１５日～ノビエ４葉期まで ３㎏ １回以内 収穫６０日前まで

ヒ
エ
専
用

ク リ ン チ ャ ー １ ㌔ 粒 剤 移植後７日～ノビエ４葉期まで １㎏ ２回以内
収穫３０日前まで

ク リ ン チ ャ ー Ｅ Ｗ
※５ 移植後２０日～ノビエ６葉期まで １００� ２回以内

ヒ エ ク リ ー ン １ ㌔ 粒 剤 移植後１５日～３５日 １㎏ １回以内 収穫４５日前まで

いもち


